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「青垣地域市立小学校統合準備委員

会」は、平成 25 年 10 月 24 日の９回目

の会合で、「総務部会」、「通学・設備部

会」、「ＰＴＡ部会」、「教育課程部会」の

４つの専門部会を組織されました。ま

た、青垣地域がめざす小・中一貫教育、

地域の人が学校運営に直接かかわる「学校運営協議会制度」

についても協議し、青垣小学校が丹波市のモデルとなるよう

に検討を進めることを確認されました。 

今回は、学校名、校歌、校章、校舎建築、閉・開校式典など

を検討した総務部会の部会長を務められた大谷吉春様にお話

しいただいた内容をご紹介します。 

 

 

 統合には二面性があります。新しい統合小学校を創ろうとすると、地域に学校がな

くなるということにもなります。保護者、地域の方

には、小学校がなくなったら地域づくりの拠点がな

くなるという思いもありました。 

私は、当時芦田自治振興会の会長をしており、自

治会代表として統合準備委員会に出席していました

ので、統合の理念や経緯をＰＴＡ会員と話し合った

り、会報等で地域にきっちり返していったりしまし

た。そのなかで、青垣地域の子どもとして、その将

来はどうなのかをふまえ、子どもを中心に、子ども

の側に立って考えることを大切にしました。 

 

 

 平成 26 年には、統合校である養父市立大屋小学校と建屋小学校、そして統合によ

り閉校した旧三谷小学校の視察研修を行いました。開放的な玄関や広い廊下とワーク

スペースなど参考になる設備がありました。さらに、「教室と廊下の仕切りがないオ

ープンスペースは、

となりの学級の声が

よく聞こえるため、

戸を閉められるよう

にしてほしかった。」

などの声を新校舎建

築に生かしました。 

青垣小学校が丹波市のモデルとなるように検討を進める 

子どもを中心に、子どもの側に立って考える 

【校章】（全国公募） 
Aogaki の頭文字｢A｣を
モチーフにデザイン。 
山（尖りが山イメー
ジ）、自然（緑色の配色、
中央部の葉が豊かな自
然イメージ）に包まれ
た青垣小で、上にどっ
しりと伸びる構図がた
くましく成長する子ど
もを表現した校章。 
葉部分は見方によって
は、近くを流れる佐治
川の流れにも見える。 
デザイン：小池友基様 

統合前年度(H28)プレ登校 

開放的な玄関、広い廊下、フリースペース…視察研修を生かして 

新校舎見学会(H28) 



 

 

 全国公募した青垣小学校校歌歌詞は、佐々木俊典（作曲家名・佐々木しゅん）様の

作品が選出されました。佐々木様は、制作意図を、「自然が豊かな丹波市。子どもた

ちの目線で、元気に伸び伸びと育っていく様子を思い描きながら、分かりやすい歌詞

にした。」と寄せられました。 

 

 

 平成 27年 11 月 28日に、青垣住民センターで「丹波市立青垣小学校 校歌・校章・

体操服の発表会」を開催しました。 

 校歌作曲者の佛教大学高見仁志教授

の歌唱指導と佛教大学高見ゼミ所属学

生のみなさんの演奏により、参加者全

員で「青垣小学校校歌」を歌いました。 

大谷吉春様のお話を聞いて 

 大谷様は、市島地域で青垣小学校統合についてお話をされています。丹

波市発足以降初めての統合校を開校した青垣地域の取組は、丹波市のモデ

ルとなっています。また大谷様は、行政職員、自治振興会長として、学校

を地域の拠点とした地域づくりを推進してこられました。現在は「㈱おい

でな青垣」社長として『あおがき道の駅の夕べ』を開催するなどさまざま

な仕掛けをされています。大谷様の示唆を生かし、連携・一貫校である園・

小・中・高を青垣全体の地域づくりの拠点とする青垣地域コミュニティ・

スクールにより、「ふるさと青垣に誇りが持てる」取組をさらに発展させて

いきたいと考えています。   校長 植木政行 

元気に伸び伸びと育っていく様子を思い描きながら 

みんなで歌おう『青垣小学校校歌』 

みんなで歌おう（青垣小学校校歌を参加者全員で） 

青垣小学校体操服の発表 

大谷吉春様（道の駅あおがきにて） 


